





























 筆者は 2015 年 10 月に南京を訪問し、上の区分でいえば荷花塘歴史文化街区の一角、行
政的には磨盤街社区に残存する秦淮古民居群を踏査した。当地については 2014 年 10 月に
も調査を行っており、本稿はニューズレター6 号掲載の「1930 年代南京の都市不動産登記
文書と現在の秦淮区磨盤街社区：われわれのフィールドについて」の補編と位置づけられ
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     
(1) 吉祥「地方志与城市化推進中的文化記憶搶救工程」（『江蘇地方志』2004 年増刊号、2004 年） 
(2) 楊俊・伊文亜「南京老城南歴史街区保護現状与復興研究」（『南京財経大学学報』2014 年 2 期、2014
年） 











内の地籍区区割を表した“南京市房地産平面図分区図”1 枚、第 3 地籍区内の各段を表した “
南京市房地産平面図接合図③”1 枚、そして“第 3 地籍区の第 326 段の平面図”（本図）1 枚
の計 4 枚のみを撮影した。現在も古民居が残存する地域であれば、1953 年の情況を描い
ている平面図との対照が可能であると考えられたために、我々はこの第 3 区第 326 段の平
面図を選択したのである(4)。 
 2014 年の調査では 1936 年 8 月出版の「南京市地籍図」を基に現在の秦淮古民居群の現
存情況を確認した。詳細は 6 号掲載の拙文の通りであるが、概ね南京市地籍図第 4 区第 11
幅から第 15 幅の範囲に古民居が残存している。この部分が荷花塘歴史文化街区、釣魚台
歴史風貌区に当たる。その中の第 4 区第 11 幅図が扱っている地区の一部が今回取り上げ











  左図 1936 年 南京市地籍図・第 4 区第 11 幅図 
  右図 1953 年 南京市五百分一房地産平面図・第 3 地籍区 326 段平面図 
 
今回の調査で利用した第 3 地籍区 326 段平面図（右図）が対象としている範囲は、2014
年調査で利用した第 4 区第 11 幅図（左図）の実線で囲った部分に当たる。北：殷高巷、
南：五福里と荷花巷、西：鳴羊街、東：水斎庵で区切られた地区である。なお水斎庵以東







 以下、1953 年の第 3 地籍区第 326 段図の上に現れる古民居の現存情況について述べる。 
 
１．1953 年平面図と民居の現況比較 
 筆者は主に以下の 4 地点を観察した。①曾静毅故居(5)、②“新式”建築物  、③劉芝田故
居、④1953 年時点での空地、である。下の 1953 年の平面図にその地点を示した。なお、
直線より西の「×」を付した箇所は再開発対象地区として、既に立ち退きと取り壊しが実
施されている。 


















































 まず下の写真 3 枚のうち、左より 1 枚目は、北側よりこの細長い空間と奥まったところ
の新式一楼を撮影したものである。布団の向こう側に建物がある。この路地を通って裏側
に回り込み南側から見ると、煉瓦造りの堅牢な建築であることが分かった（左より 2 枚目）。



















































る。これらは 1953 年以降に空地を埋めるようにして建てられていったと考えられる。 





年第 1 期、2007 年）は汪精衛政権に難民が提出した救済申請書（第二歴史檔案館所蔵）
に基づき日本軍占領時にもたらされた被害の状況を考察している。この論文は家人殺害 95







磨盤街 4 号居住の張章氏、孝順里 20 号の呉李氏、殷高巷 51 号の祝繆氏は家人を殺害され
ている。孝順里 26 号の朱徐氏は家人が失踪し、孝順里 15 号の劉李氏と水斎庵 11 号の李
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     
(7) 馬俊亜「難民申請書中的日軍暴行与日拠前期的南京社会経済（1937-1941）」（『抗日戦争研究』2007









◆2015 年 10 月 13 日－15 日南京調査日誌 
 10 月 13 日、撮影機材の iPod touch と若干の日用品を携え高松空港から春秋航空にて上




 10 月 14 日武黎嵩氏が指導学生を案内人として派遣してくれた。まず南京図書館にて劉
紀文『首都戸籍第一次調査』（南京市社会局、1929 年 1 月）、南京市戸口統計専門委員
会辦事処『民国二十五年度南京市戸口統計報告』（南京特別市地方自治推進委員会、1937
年 6 月）の 2 種類の資料を閲覧・撮影した。ともに日中戦争前の南京市の地区別・職業別
の人口統計である。電子複写が認められず、分量が多く加えて撮影条件も悪かったために、
目録だけを撮影した(9)。その作業の後、磨盤街社区へと向かった。今回の調査では時間の
関係上、14 日午前、15 日午前の 2 度に分けて踏査した。 
 14 日午前、この日は 2014 年の調査地区、すなわち 1936 年出版の「南京市地籍図」の
第 4 区第 11 幅から第 15 幅までの地域を歩いた。本文中で述べた通り 1953 年出版の本図
はこの第 4 区第 11 幅の西半分に当たる。その部分の重点的調査は翌 15 日に実施した。 
 私の調査はこれら第 4 区第 11 幅図及び第 3 地籍区第 326 段図の北西の角、殷高巷と鳴
羊街の交差点から始まった。昨年の調査でも鳴羊街の東側が再開発対象地区として徴収さ
れ住民の移転が進んでいることが分かっている。鳴羊街を南下すると、伝統的様式を模し









                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     
(8) 今次、高松－上海の票価は、往路 2501 円、復路 7301 円、往復 9802 円也。 


























「南京市秦淮区不可移動文物」（2014 年 6 月 27 日公布）に指定されていた（下の写真 3










 14 日はその後、第 11 幅より 12 幅（同郷共井など）、13 幅（呉家帳房(10)など）を経て、
14 幅（涇県会館など）、15 幅（小百花巷など）を通って中華門方面へと抜けた。 
 15 日は 22 時 50 分発の普快列車で河南省商邱へ発つ予定である。午前はチェックアウ
トの時間まで調査を行った。殷高巷と鳴羊街の交差点を起点として、本日は「南京市五百
分一房地産平面図」第 3 地籍区第 326 段図の地区の民居現況調査である。昨日と同じ場所
より出発し、鳴羊街を南下し、五福里の角を東進、荷花塘を通って、本図東端の水斎庵へ
至った。本文中で述べた様に 1936 年「南京市地籍図」第 4 区第 11 幅はこれよりまだ東に














                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     
(10) 呉家帳房は国史館の土地登記文書の所蔵が確認されている。なおかつその子孫が健在で、新聞など
のメディアに登場している。 
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